
平成２０年２月１８日 

国際協力・交流と男女共同参画レジュメ 
                有馬真喜子 

                         （Ｎ）ユニフェム日本国内委員会理事長 
                         （Ｎ）女性人権機構理事長 
 
１． Ｔｈｉｎｋ Ｇｌｏｂａｌｌｙ Ａｃｔ Ｌｏｃａｌｌｙ は、国際婦人年

（１９７５年）からの、世界の女性たちの合言葉の一つ。国境を越えて、女性

たちの現状を知ることは、視野を広げ、理解を深め、刺激を与え、行動を促す。 
 
２． 横グシとしての男女共同参画の視点を国際協力・交流にも入れる。地域での国

際協力・交流活動に参加することで、新しいネットワークが生まれ、理解が広

がる。ユニフェム（国連女性開発基金）国内委員会の活動はその一つ。各地域

のユニフェム委員会が、思い思いに地域の国際関連団体とネットワークを組み

活動している。 
またユニフェム日本国内委員会は、現在、５月に横浜で行われるアフリカ開発

会議で、男女共同参画の視点を持ったシンポジウムを開催すべく国連人口開発

基金、横浜市男女共同参画推進協会などと共に計画中である。 
 

３． 国際的な男女共同参画の課題に取り組むことも重要と考える。国際人身取引を

含む女性の人権、女性の貧困、母子保健、女子教育、エイズを含む感染症等々

課題は多い。ＭＤＧｓでも８つの目標の内３つは女性に関連している。課題を

克服するために、各国、ＮＧＯはそれぞれに努力している。起業、マイクロフ

ァイナンス、エイズポジティブ女性への職業訓練等が国際的広がりを見せてい

る。よい例を学びあい、克服の道筋をつけることは国境を超えた共同作業であ

り、理解も深まる。ユニフェム国内委員会、女性人権機構は，ささやかだが，

こうして問題意識を持って活動している。昨年７月の女性人権機構のシンポジ

ウムはその１例で、ＡＳＥＡＮ事務局から今年度も開催の要請が来ている。 
 
４． 課題に取り組むのは、まさにＡｃｔ Ｌｏｃａｌｌｙで、関心を持ち、気持ち

を持つ人々が自分の住んでいる場所で自発的にはじめている。女性センターは、

そうして人々の結節点の一つになりうる。 
同時に、ことに開発途上国では、女性センターが、女性たちが学び、職業を習

得し、保健について知り、相談し、経済的自立を図る場所として有効である。

日本の女性センターあるいは男女共同参画センターの経験とノーハウを国境

を越えて提供してもよいのではないか。ユニフェム日本国内委員会が資生堂と

ともにアフガニスタンで展開している事業はその１例である。 










